
原子力災害発生時における危機管理マニュアル 

                                      茨城県立水戸商業高等学校 

 

 本校は東海村原子力発電所から 30ｋｍ圏内にあり，万が一原子力災害が発生した場合，速やかに生徒の安全を

考え，その対応を敏速かつ正確に行わなければならない。本校職員においては以下に述べる危機管理マニュアルを

熟読し，事故が発生した場合，正確にその対応にあたれるようにならなければならない。 

 

１ 事故発生時 

学校としての対応の流れ（初期体制） 

                オフサイトセンター          市町村                              

   事故発生         原子力災害合同対策協議会       災害対策本部       教育委員会                                

                                                  

 

      学校（水戸商）                                             

                                                  

 

 水戸商原子力災害対策本部を設置    

                                                  

      本部長（校長）        副本部長（教頭・事務室長）                                              

                                                      

 

 

 

            初動体制                         二次対応                   

          情報連絡担当主任（教務主任）                               

                                避 難     別の場所への避難                 

         避難誘導担当主任（学年主任）                              

                                屋内退避    初動体制の格担当が                 

         救護・衛生担当主任（保健環境部長）              継続して対応                   

                                保護者                         

         食料・物資担当主任（生徒指導部長）        

     終 息                                

                                      オフサイトセンターで                              

                                       検討・協議・決定する。                        

                                       市町村災害対策本部から                                     

                                      指示が出る。                      

                                                           


